
募集・申請☎

Topics

寝たきり等に対応した「肺がんⅩ
線検診」の受診者を募集
◎ 検診内容＝問診、胸部X線検査
※必要に応じて喀痰検査を実施
◎期日＝３月 19日（木）
※時間は個人通知
◎対象者＝ 40 歳以上の市民で、直立
の姿勢が取れない寝たきりや車椅子
の使用が必要な人。ただし、次の人
は受診できません。

○ 施設に入所している人
○ 肺の病気を治療中・経過観察などで医
師の管理下にある人

○ 妊娠中・妊娠の可能性がある人
※ 過去に肺の病気になったことがある人
は、医師に相談のうえ受診予約

◎ 検診料金＝無料
※ 喀痰検査は 500 円（平成 27 年 3月
31日現在で75歳以上、75歳未満の
後期高齢者医療被保険者、生活保護
世帯、市民税非課税世帯は無料）

◎定員＝ 15 人（定員になり次第締め
切り）

◎ 応募方法＝電話
◎応募期間＝２月23日（月）～３月６日
（金）

問市保健相談センター　☎ 41-2110

「第 46 回鹿屋市文化祭」一般枠
の出演者を募集
◎ 内容＝プレ国民文化祭として開催され
る春の文化祭の参加者を募集

◎日程＝５月23日（土）・24日（日）
◎ 場所＝市文化会館
◎定員＝４団体程度
◎ 応募方法＝直接又は電話
◎応募期限＝３月９日（月）
◎その他＝ 2団体ずつ２日間に分けて
出演（１団体５分以内）。内容によっ
ては希望に添えない場合有り

問市文化協会（市文化会館内）
　☎44-5115

「未来へつなぐ鹿屋市新行財政改
革プラン（案）」への意見を募集
◎ 内容＝平成 27年度から平成 29年度
を対象期間とし、市の行財政改革に
関する基本的な方針や取組項目を定
めた「未来へつなぐ鹿屋市新行財政
改革プラン（案）」への意見の募集

◎ 閲覧場所＝市ホームページ、市総務課
行財政改革推進室、情報公開室、各
総合支所、各出張所

◎ 提出方法＝市ホームページ及び閲覧
場所にある意見提出用紙を直接持参、
郵送、メール又は FAX

◎応募期限＝３月12日（木）
問市総務課 行財政改革推進室（５階）　
　〒893-8501　鹿屋市共栄町 20-1　
　☎ 31-1153　℻ 42-2001
　soumu@e-kanoya.net

市ホームページへのバナー広告を
募集
◎応募資格＝原則県内の事業所等
◎バナー広告料金＝12,000円／月
※ 長期継続割引有り。広告料金は、一括
前納。
○継続月数６～11か月＝11,400円／月
○継続月数12か月＝10,800円／月
◎ 掲載期間＝４月１日（水）～平成 28
年３月31日（木）
※ １か月単位で掲載可能
◎ 応募方法＝申込書にバナー広告案を添
えて直接持参又は郵送

◎応募期限＝掲載予定月の前月10日
※ ４月掲載分については３月20日（金）
問  市広報広聴課（３階）　　
　〒893-8501　鹿屋市共栄町 20-1　
　☎ 31-1123

「世界の遊び」の参加者を募集
◎ 内容＝世界各国の子どもたちが日ごろ
遊んでいる遊びを市内在住の外国人
と体験

◎日時＝３月15日（日）　14:00～16:30
◎ 場所＝鹿屋小学校体育館
◎定員＝70人
◎ 参加料＝200円（保険料を含む）
◎持ってくるもの＝体育館シューズ、飲
み物、タオル

◎応募方法＝直接又は電話
◎応募期限＝3月 12日（木）
問 市国際交流協会事務局（市地域活力推
進課内・３階）　☎31-1147
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◎募集するもの
○ 戦争当時の資料（写真や手記、衣服、

日用品など）

○戦時中、鹿屋で体験したエピソード

◎応募方法＝直接又は電話
問市商工観光課（２階）　
　☎ 31-1121

戦争に関するエピソードと関係
資料をお寄せください
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